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園内で広く
みられます

全域で
見られます

全域で
見られます

全域で
みられます

全域で
見られます

全域で
みられる

年１回、春だけ
に現れる白色の
チョウ。オスは
前翅の先がオレ
ンジ色なので、
よく見れば飛ん
でいてもわかり
ます。

ツマキチョウ
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全域で
見られます

クサガメ
名前の由来は、臭い匂いを出すこ
と。甲羅に三本のでっぱった「す
じ」があります。日本に自然に生
息するものではなく、中国から
やってきた外来生物と考えられて
います。

全域で
みられる

オス

クロスジギンヤンマ
水生植物園の池の水面近くを飛ん
でいます。腹部は黒色で、オスは
青色の、メスは黄色の斑紋があり
ます。

水辺で
みられます

武蔵野植物園で
よく見られます

モエギザトウムシ
豆つぶのような胴体から、8本の
長い脚が生えています。湿った環
境を好み、自然教育園では落ち葉
の上や背の低い草むらでよく見ら
れます。クモに似ていますが、ダ
ニやサソリの仲間に近い生き物で
す。

全域で
見られます

同じ木に雌花と雄花がつきます。花
が終わると雌花が赤く熟した果実に
なります。ヒヨドリなどの野鳥が採
食しています。

ヒメコウゾ（実）

→
雄花

ヒメコウゾの花

全域で
みられます

当園は天然記念物および史跡に
指定されています。

自然を保護するためのお願い

花をおったり、動物を
つかまえたりすることは
禁止されています。

クサギの花に
よく集まります

つぼみ

ナガボノシロワレモコウ
ワレモコウの仲間で、湿地や日当
たりのよい草原に見られる多年草
です。白く長い花の穂をつけます。
花色が赤っぽいナガボノアカワレ
モコウや、赤紫色のワレモコウも、
同じく水生植物園で見られます。

全域で
見られます

2026年9月17日号

自然教育園見 情報ろご

武蔵野植物園で
見られます

武蔵野植物園や
路傍植物園で
見られます

会えたら
ラッキー♪

全域で
見られます

全域で
見られます

武蔵野植物園で
見られます

全域で
見られます

ヌスビトハギ

花と実

実の形を、しのび足で
歩く盗人の足の形に見
立てたことからこの名
がつけられたという説
があります。

実
（11月下旬～2月下旬）

南蛮煙管（なんばんぎせる）の名
前は、長い柄の先につく花の形が、
西洋の喫煙パイプ（南蛮煙管）に
似ていることによります。寄生植
物で、ススキ、ミョウガ等によく
寄生します。

ナンバンギセル

水生植物園で
見られます

ワレモコウ
赤紫色の花の穂をつけます。よく
似た植物に白色で長い花の穂をつ
けるナガボノシロワレモコウがあ
り、いずれも水生植物園で見られ
ます。

ナガボノシロ
ワレモコウ

全域で
見られます

武蔵野植物園で
よく見られます

タネ
（12～1月）

水生植物園や
武蔵野植物園で
見られます

比較的肥沃な湿地に生えるタデの
仲間で、白い小さな花をたくさん
つけます。地下で茎を横にのばし
て増えます。

シロバナサクラタデ

水生植物園で
見られます

コバノカモメヅル

つる植物で、星型の暗紫色の小さ
な花をたくさんつけます。園内で
は、白花品種のアズマカモメヅル
も時々見られます。

水生植物園で
見られます

アズマカモメヅル

路傍植物園で
見られます

ヒガンバナ
秋の彼岸に真紅の花を咲かせることが名
前の由来。稲作が日本に伝来した頃に、
飢饉などに備える救荒作物として中国か
ら渡来したとも言われます。

コバネイナゴ
体は明るい緑色で、側面には黒色
の筋が入っています。イネの害虫
として有名です。佃煮として食べ
られます。

水生植物園で
見られます

花

葉や茎が薬草として使われ、薬効
がただちに現れるのでゲンノショ
ウコ（現の証拠）という名がつい
たとされています。花の色に地域
差があり、西日本は紅色、東日本
は白色が多いです。

ゲンノショウコ

水生植物園で
見られます

ワレモコウ

全域で
見られます

ヤマハギ
秋の七草のひとつです。ハギは、
万葉集に最も多く登場する植物
（141首）で、多くはヤマハギが
詠まれたと言われています。

マヤランの見られる場所

武蔵野植物園手前
の休憩所の入口付
近で見られます。
高さ10cm程度の
小さい植物。よ～
く探してみてくだ
さい。

シロバナサクラタデ
比較的肥沃な湿地に生えるタデ
の仲間で、白い小さな花をたく
さんつけます。地下で茎を横に
のばして増えます。
多くの昆虫が吸蜜に集まります。

水生植物園で
見られます

葉や茎が薬草として使われ、薬効
がただちに現れるのでゲンノショ
ウコ（現の証拠）という名がつい
たとされています。花の色に地域
差があり、西日本は紅色、東日本
は白色が多いです。

ゲンノショウコ

水生植物園で
見られます

サガミラン
神奈川県で初めて発見され、その名
は旧国名の相模国に由来しています。
共生する菌から栄養をもらって生き
ており、葉を持ちません。

赤く熟した果実が割れ、光沢のある
黒いタネが顔を出しています。この
目立つ色合いで鳥を誘い、タネを
運んでもらいます。

ゴンズイ（実）

同じシュンラン属
のサガミランは白
い花を咲かせてい
ます。

サガミラン

花

モンキアゲハ
後翅の白い紋がよく目立つ、黒い
アゲハチョウ。ひらひらと飛んで
いる姿をよく見かけます。タイア
ザミの花にも吸蜜に訪れます。

山野で見られるつる性の多年草
です。地面を這うつるは、他の
ものに巻きつくか地面を這って
10m 以上に伸びます。古来から
根に含まれるデンプンは葛粉と
して利用されてきました。また
葛根とよんで生薬にもします。

クズ

体長３cm程度の小さく華奢なトン
ボです。オスは腹部の先は青い部分
が目立ちます。トンボは交尾の際、
写真のようにハート型になります。

アジアイトトンボ

メス

オス

水生植物園で
見られるかも！

水生植物園で
見られます

実
（9月下旬～

1月中旬）

サネカズラ
草本植物のように見
えますが、つる性の
木本植物です。雌雄
異株で、オスの花は
雄しべが赤色です。
秋から冬には鮮やか
な赤い実がたくさん
集まってボール状に
なります。現在は緑
色の実が見られます。

雌花雄花

実（赤）実（緑）

ヒガンバナの花が
見頃です！

今週はここに注目！

タイアザミ
関東地方では最も普通のアザミで
す。「アザミ」の名は、アザミの
葉のようにちくちく痛いことを指
す古語の「あざむ」にちなむと言
われています。

全域で
見られます

赤と濃い紺の色が鮮やかな
美しい実をつけています。
これらの色の対比による
「二色効果」で、より強く
鳥の目を引くことができま
す。

クサギ（実）

実
（10-11月）

山野で見られるつる性の多年草で
す。地面を這うつるは、他のもの
に巻きつくか地面を這って10m 
以上に伸びます。古来から根に含
まれるデンプンは葛粉として利用
されてきました。また葛根とよん
で生薬にもします。

クズ

花

全域で
見られます

全域で
見られます

水生植物園や
武蔵野植物園で
見られます

水生植物園で
見られます
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